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1. 平成30年2月期の連結業績（平成29年3月1日～平成30年2月28日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年2月期 63,739 3.0 5,813 △11.6 5,921 △11.6 3,914 5.3

29年2月期 61,886 7.4 6,574 △2.8 6,698 △3.0 3,718 △18.1

（注）包括利益 30年2月期　　4,578百万円 （6.1％） 29年2月期　　4,315百万円 （3.0％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年2月期 75.28 ― 4.4 5.1 9.1

29年2月期 71.51 ― 4.3 6.0 10.6

（参考） 持分法投資損益 30年2月期 ―百万円 29年2月期 ―百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年2月期 120,709 90,913 75.3 1,748.22

29年2月期 113,654 87,896 77.3 1,690.18

（参考） 自己資本 30年2月期 90,913百万円 29年2月期 87,896百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

30年2月期 9,372 △104 △4,497 32,780

29年2月期 10,364 140 △5,667 28,011

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年2月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00 1,560 42.0 1.8

30年2月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00 1,560 39.9 1.7

31年2月期(予想) ― 0.00 ― 30.00 30.00 38.1

3. 平成31年 2月期の連結業績予想（平成30年 3月 1日～平成31年 2月28日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 70,000 9.8 6,100 4.9 6,200 4.7 4,100 4.7 78.84



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

②①以外の会計方針の変更 　：　無

③会計上の見積りの変更 　：　無

④修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年2月期 52,021,297 株 29年2月期 52,021,297 株

② 期末自己株式数 30年2月期 17,892 株 29年2月期 16,854 株

③ 期中平均株式数 30年2月期 52,003,987 株 29年2月期 52,004,603 株

（参考）個別業績の概要

1. 平成30年2月期の個別業績（平成29年3月1日～平成30年2月28日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年2月期 59,119 2.1 5,248 △11.2 5,710 △10.6 3,911 6.7

29年2月期 57,886 5.7 5,911 △3.8 6,385 0.9 3,664 △12.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

30年2月期 75.22 ―

29年2月期 70.47 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年2月期 117,431 89,670 76.4 1,724.31

29年2月期 110,832 86,708 78.2 1,667.32

（参考） 自己資本 30年2月期 89,670百万円 29年2月期 86,708百万円

2. 平成31年 2月期の個別業績予想（平成30年 3月 1日～平成31年 2月28日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,000 1.5 5,800 1.6 4,000 2.3 76.92

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況　（４） 今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度（平成29年３月１日～平成30年２月28日）におけるわが国経済は、好調な企業業績を背景に、

設備投資の持ち直しや雇用環境の改善が見られるなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。一方、海

外では米国や欧州各国の政治情勢の不安定化による経済への影響や東アジア地域における地政学的リスクの高ま

りなどが見られ、先行き不透明な状況が続きました。

こうした中、当社グループを取り巻く環境におきましては、大都市圏における再開発事業など民間設備投資で

明るい兆しが見え始めましたものの、建設資材や労務費高騰の影響による公共工事の遅延など、依然経営環境は

厳しい状況が続いております。

その結果、当連結会計年度の売上高は637億39百万円（前年同期比3.0%増）、営業利益は58億13百万円（前年同

期比11.6%減）、経常利益は59億21百万円（前年同期比11.6%減）、そして親会社株主に帰属する当期純利益は、

39億14百万円（前年同期比5.3%増）となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

　１ 建機事業

建機事業の販売部門では、設備投資の持ち直しにより売上高は順調に推移いたしました。賃貸部門において

はレンタル需要が底堅く推移し売上高は増加したものの、受注競争による単価の下落や過去の設備投資に係る

原価の高止まりの影響を受け、利益面では減益となりました。

その結果、建機事業の売上高は、441億78百万円（前年同期比10.8%増）、セグメント利益は、38億51百万円

（前年同期比7.8%減）となりました。

　２ 商事事業

商事事業では、遊技設備等の競争激化により売上高は前年実績を若干下回りましたが、利益率の改善によ

り、減収増益となりました。

その結果、商事事業の売上高は、149億40百万円（前年同期比0.9%減）、セグメント利益は、５億41百万円

（前年同期比1.2%増）となりました。

　３ 不動産事業

不動産事業では、賃貸部門の売上高・利益ともに順調に推移いたしましたが、販売部門では前期において発

生した賃貸ビルの売却実績が、今期は発生しなかったため、当該事業全体として減収減益となりました。

その結果、不動産事業の売上高は、46億21百万円（前年同期比33.3%減）、セグメント利益は、14億21百万

円（前年同期比23.7%減）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

資産、負債及び純資産の状況

流動資産は、前連結会計年度末に比べ52億87百万円増加の607億69百万円となりました。これは主に現金及び預

金31億11百万円、有価証券８億57百万円の増加等によるものであります。固定資産は前連結会計年度末に比べ17

億67百万円増加の599億40百万円となりました。これは主に投資有価証券10億４百万円、貸与資産７億70百万円の

増加等によるものであります。その結果、資産合計は前連結会計年度末に比べ70億円55百万円増加し、1,207億９

百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ28億41百万円増加の194億61百万円となりました。これは支払手形及び買

掛金18億70百万円、未払法人税等９億17百万円の増加等によるものであります。固定負債は前連結会計年度末に

比べ11億97百万円増加の103億35百万円となりました。これは長期設備関係未払金５億69百万円、繰延税金負債３

億23百万円の増加等によるものであります。その結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ40億39百万円増加し、

297億96百万円となりました。

純資産は、前連結会計年度末に比べ30億16百万円増加し、909億13百万円となりました。これは利益剰余金23億

54百万円の増加等によるものであります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ47億

68百万円(17.0%)増加し、327億80百万円となりました。

　 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、93億72百万円（前連結会計年度は103億64百万円の増加）となりました。これは

主に、税金等調整前当期純利益58億20百万円、減価償却費36億56百万円等によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、１億４百万円（前連結会計年度は１億40百万円の増加）となりました。これは

主に、有価証券の取得による支出13億円、投資有価証券の売却及び償還による収入19億14百万円等によるもので

あります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は、44億97百万円（前連結会計年度は56億67百万円の減少）となりました。これは

主に、設備関係割賦債務の返済による支出25億円、配当金の支払額15億58百万円等によるものであります。

（４）今後の見通し

来期の見通しにつきましては、公共投資、民間設備投資共に引き続き堅調に推移することが予想されます。し

かしながら、一方で、都市部を中心とした建設工事の集中化から起因する地域格差の拡大、資機材や労務の調達

環境の変化などの課題も顕在化してきております。これらの状況を踏まえ、当社グループは、常にバランスの取

れた堅実経営を心掛け、事業を展開しております。建機事業においては被災地におけるインフラの復旧・復興に

向けた復興・防災対策予算の増加による建設投資の増加や、東京オリンピック開催に向けた設備投資への建設需

要にも対応できるように、引続き効率的な運営を図りつつ、建機事業以外においては多角化を積極的に推進し、

いついかなる環境の変化にも十分耐えうる強靭な企業体質を作り上げてまいる所存でございます。

平成31年２月期の連結業績予想につきましては、売上高は700億円（前年同期比9.8%増）、営業利益は61億円

（同4.9%増）、経常利益は62億円（同4.7%増）、親会社株主に帰属する当期純利益は41億円（同4.7%増）を予想

しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準により連結財務諸表

を作成しております。なお、ＩＦＲＳ(国際財務報告基準)の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切

に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当連結会計年度
(平成30年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,163 28,274

受取手形及び売掛金 23,934 24,614

有価証券 4,648 5,505

商品 1,337 1,802

貯蔵品 53 57

繰延税金資産 200 274

その他 250 323

貸倒引当金 △107 △84

流動資産合計 55,481 60,769

固定資産

有形固定資産

貸与資産 19,622 22,658

減価償却累計額 △13,538 △15,803

貸与資産（純額） 6,084 6,855

賃貸不動産

賃貸建物及び附属設備 25,551 26,021

減価償却累計額 △5,668 △6,621

賃貸建物及び附属設備（純額） 19,882 19,400

賃貸土地 16,742 16,625

建物及び構築物 7,845 7,936

減価償却累計額 △5,210 △5,330

建物及び構築物（純額） 2,635 2,605

土地 5,856 6,104

リース資産 104 88

減価償却累計額 △49 △37

リース資産（純額） 54 50

その他 722 938

減価償却累計額 △635 △712

その他（純額） 86 225

有形固定資産合計 51,342 51,868

無形固定資産

のれん 816 1,004

その他 268 222

無形固定資産合計 1,084 1,227

投資その他の資産

投資有価証券 4,239 5,244

退職給付に係る資産 316 424

繰延税金資産 188 158

その他 1,216 1,271

貸倒引当金 △216 △252

投資その他の資産合計 5,745 6,845

固定資産合計 58,172 59,940

資産合計 113,654 120,709
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当連結会計年度
(平成30年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 10,475 12,346

短期借入金 - 450

1年内返済予定の長期借入金 136 79

リース債務 10 48

未払法人税等 384 1,302

賞与引当金 161 175

その他 5,450 5,058

流動負債合計 16,619 19,461

固定負債

長期借入金 79 -

リース債務 45 3

繰延税金負債 315 639

再評価に係る繰延税金負債 537 537

役員退職慰労引当金 328 455

債務保証損失引当金 81 165

退職給付に係る負債 76 104

長期設備関係未払金 5,072 5,641

その他 2,599 2,787

固定負債合計 9,137 10,335

負債合計 25,757 29,796

純資産の部

株主資本

資本金 13,821 13,821

資本剰余金 16,627 16,627

利益剰余金 58,332 60,686

自己株式 △18 △19

株主資本合計 88,762 91,116

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,002 1,614

土地再評価差額金 △1,914 △1,914

退職給付に係る調整累計額 45 96

その他の包括利益累計額合計 △866 △202

純資産合計 87,896 90,913

負債純資産合計 113,654 120,709
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年３月１日
　至 平成29年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成29年３月１日
　至 平成30年２月28日)

売上高 61,886 63,739

売上原価 48,008 50,148

割賦販売未実現利益繰入額 329 344

割賦販売未実現利益戻入額 513 366

売上総利益 14,061 13,612

販売費及び一般管理費 7,487 7,799

営業利益 6,574 5,813

営業外収益

受取利息 64 25

受取配当金 56 78

仕入割引 35 45

為替差益 11 8

その他 82 59

営業外収益合計 251 216

営業外費用

支払利息 89 76

和解金 20 -

その他 16 32

営業外費用合計 126 108

経常利益 6,698 5,921

特別利益

固定資産売却益 7 0

投資有価証券売却益 - 6

抱合せ株式消滅差益 59 -

特別利益合計 66 7

特別損失

固定資産売却損 3 -

固定資産除却損 4 4

固定資産減損損失 351 19

投資有価証券売却損 12 -

投資有価証券償還損 6 -

関係会社株式評価損 19 -

役員退職慰労金 745 -

債務保証損失引当金繰入額 81 84

特別損失合計 1,223 107

税金等調整前当期純利益 5,541 5,820

法人税、住民税及び事業税 1,548 1,948

法人税等調整額 275 △42

法人税等合計 1,823 1,905

当期純利益 3,718 3,914

非支配株主に帰属する当期純利益 - -

親会社株主に帰属する当期純利益 3,718 3,914
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年３月１日
　至 平成29年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成29年３月１日
　至 平成30年２月28日)

当期純利益 3,718 3,914

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 499 611

土地再評価差額金 28 -

退職給付に係る調整額 68 51

その他の包括利益合計 596 663

包括利益 4,315 4,578

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 4,315 4,578

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成28年３月１日 至 平成29年２月28日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 13,821 16,627 56,173 △18 86,604

当期変動額

剰余金の配当 △1,560 △1,560

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,718 3,718

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 2,158 △0 2,158

当期末残高 13,821 16,627 58,332 △18 88,762

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評価

差額金
土地再評価差額金

退職給付に係る調整

累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 502 △1,942 △22 △1,463 85,141

当期変動額

剰余金の配当 △1,560

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,718

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
499 28 68 596 596

当期変動額合計 499 28 68 596 2,755

当期末残高 1,002 △1,914 45 △866 87,896
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当連結会計年度(自 平成29年３月１日 至 平成30年２月28日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 13,821 16,627 58,332 △18 88,762

当期変動額

剰余金の配当 △1,560 △1,560

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,914 3,914

自己株式の取得 △1 △1

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 2,354 △1 2,353

当期末残高 13,821 16,627 60,686 △19 91,116

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券評価

差額金
土地再評価差額金

退職給付に係る調整

累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,002 △1,914 45 △866 87,896

当期変動額

剰余金の配当 △1,560

親会社株主に帰属する

当期純利益
3,914

自己株式の取得 △1

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
611 51 663 663

当期変動額合計 611 51 663 3,016

当期末残高 1,614 △1,914 96 △202 90,913
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年３月１日
　至 平成29年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成29年３月１日
　至 平成30年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 5,541 5,820

減価償却費 3,655 3,656

のれん償却額 97 138

貸倒引当金の増減額（△は減少） 121 5

賞与引当金の増減額（△は減少） △18 12

退職給付に係る資産及び負債の増減額(△は減少) △70 △26

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △655 125

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） 81 84

受取利息及び受取配当金 △121 △103

支払利息 89 76

有形固定資産除売却損益（△は益） 0 4

投資有価証券売却・償還損益（△は益） 18 △6

固定資産減損損失 351 19

関係会社株式評価損 19 -

売上債権の増減額（△は増加） △1,146 △626

たな卸資産の増減額（△は増加） △153 △357

仕入債務の増減額（△は減少） 1,658 1,864

賃貸不動産の売却による原価振替高 2,057 107

その他 858 △357

小計 12,386 10,437

利息及び配当金の受取額 120 125

利息の支払額 △89 △76

法人税等の支払額 △2,053 △1,113

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,364 9,372

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 - △1,300

有価証券の償還による収入 - 300

有形固定資産の取得による支出 △607 △413

有形固定資産の売却による収入 6 3

投資有価証券の取得による支出 △915 △212

投資有価証券の売却及び償還による収入 1,432 1,914

貸付けによる支出 △6 △3

貸付金の回収による収入 29 25

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支
出

△21 △375

その他の支出 △128 △62

その他の収入 352 19

投資活動によるキャッシュ・フロー 140 △104

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △190 200

長期借入金の返済による支出 △1,297 △626

リース債務の返済による支出 △11 △10

設備関係割賦債務の返済による支出 △2,612 △2,500

自己株式の取得による支出 △0 △1

配当金の支払額 △1,555 △1,558

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,667 △4,497

現金及び現金同等物に係る換算差額 6 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,844 4,768

現金及び現金同等物の期首残高 23,147 28,011

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 19 -

現金及び現金同等物の期末残高 28,011 32,780
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　該当事項はありません。

(追加情報)

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当連

結会計年度から適用しております。
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(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会において経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループは、取扱い商品を基準として、社内業績管理単位ごとの事業本部を置き、「建機事業」「商事事

業」「不動産事業」を報告セグメントとしております。

各報告セグメントの内容は次のとおりであります。

　(1) 建機事業 土木・建設機械、荷役運搬機等の販売及び賃貸を行っております。

　(2) 商事事業 商業設備、映像・音響機器、遊戯機械、建設資材等の販売を行っております。

(3) 不動産事業 不動産(商業用ビル、マンション等)の賃貸、分譲等の販売及びホテルの経営を行っておりま

す。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。

セグメント間の内部売上高又は振替高は市場価格に基づき、合理的に決定しております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成28年３月１日 至 平成29年２月28日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

連結
財務諸表
計上額
(注)２建機事業 商事事業 不動産事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 39,882 15,078 6,925 61,886 ─ 61,886

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

190 12 ─ 202 △202 ─

計 40,073 15,090 6,925 62,088 △202 61,886

セグメント利益 4,178 534 1,861 6,574 △0 6,574

セグメント資産 27,129 13,907 37,598 78,635 35,018 113,654

その他の項目

　減価償却費 2,586 36 1,032 3,655 ─ 3,655

　のれんの償却額 97 ― ― 97 ― 97

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

1,985 91 572 2,649 ─ 2,649

(注) １ セグメント資産の調整額は、親会社での余資運用資金(現金及び預金、有価証券)、長期投資資金(投資有

価証券)及び管理部門に係る資産であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ セグメント負債については、意思決定に使用していないため、記載しておりません。
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当連結会計年度(自 平成29年３月１日 至 平成30年２月28日)

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注)１

連結
財務諸表
計上額
(注)２建機事業 商事事業 不動産事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 44,178 14,940 4,621 63,739 ─ 63,739

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

206 13 ─ 219 △219 ─

計 44,384 14,953 4,621 63,959 △219 63,739

セグメント利益 3,851 541 1,421 5,813 △0 5,813

セグメント資産 27,748 14,607 37,391 79,746 40,963 120,709

その他の項目

　減価償却費 2,584 31 1,039 3,656 ─ 3,656

　のれんの償却額 138 ─ ─ 138 ─ 138

　有形固定資産及び
　無形固定資産の増加額

2,968 3 642 3,614 ─ 3,614

(注) １ セグメント資産の調整額は、親会社での余資運用資金(現金及び預金、有価証券)、長期投資資金(投資有

価証券)及び管理部門に係る資産であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ セグメント負債については、意思決定に使用していないため、記載しておりません。

(関連情報)

前連結会計年度(自 平成28年３月１日 至 平成29年２月28日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略して

おります。
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当連結会計年度(自 平成29年３月１日 至 平成30年２月28日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略して

おります。

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

前連結会計年度(自 平成28年３月１日 至 平成29年２月28日)

(単位：百万円)

建機事業 商事事業 不動産事業 全社・消去 合計

　減損損失 ─ ─ 351 ─ 351

当連結会計年度(自 平成29年３月１日 至 平成30年２月28日)

(単位：百万円)

建機事業 商事事業 不動産事業 全社・消去 合計

　減損損失 19 ─ ─ ─ 19

　

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

前連結会計年度(自 平成28年３月１日 至 平成29年２月28日)

(単位：百万円)

建機事業 商事事業 不動産事業 全社・消去 合計

　当期償却額 97 ─ ─ ─ 97

　当期末残高 816 ─ ─ ─ 816

当連結会計年度(自 平成29年３月１日 至 平成30年２月28日)

(単位：百万円)

建機事業 商事事業 不動産事業 全社・消去 合計

　当期償却額 138 ─ ─ ─ 138

　当期末残高 1,004 ─ ─ ─ 1,004

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成28年３月１日
至 平成29年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成29年３月１日
至 平成30年２月28日)

１株当たり純資産額 1,690円18銭 1,748円22銭

１株当たり当期純利益金額 71円51銭 75円28銭

(注)１ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　 ２ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成28年３月１日
至 平成29年２月28日)

当連結会計年度
(自 平成29年３月１日
至 平成30年２月28日)

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 3,718 3,914

普通株主に帰属しない金額（百万円） ─ ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益（百万円）

3,718 3,914

普通株式の期中平均株式数（千株） 52,004 52,003
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(重要な後発事象)

株式取得による会社等の買収

当社は、平成30年２月26日開催の取締役会において、東日興産株式会社の株式を取得し、同社を子会社化する

ことを決議いたしました。同日付で株式譲渡契約を締結し、平成30年３月20日付で株式の取得を完了しておりま

す。

　

１ 株式取得の目的

東日興産株式会社は、建設機械及び農業機械の部品の卸売業を営んで60年の業暦を誇っており、現在では

5,000を超える納入先との間で取引実績を有しております。

　一方、当社グループは土木・建設機械、荷役運搬機械等の販売及び賃貸を主力事業としており、当該事業の

一層の拡大を図るとともに農業機械等の販売事業への新規参入を検討しており、同社を子会社とすることで、

以下のシナジー効果が期待できることから、株式を取得することといたしました。

　 (1) 建設機械部品に関する海外仕入ルートの拡大

　 (2) 修理事業者やメーカー系ディーラー等との新規取引先の拡大

　 (3) 東日興産株式会社の既存ルートを活用した農業機械の販売及びリース事業への新規参入

　 (4) 関西以外のエリアにおける物流網の拡充

　 (5) 多品種にわたる商品群を取扱う業務ノウハウ、業務システムの獲得

　

２ 株式取得の相手方の名称

　 ＴＭＣＡＰ２０１１投資事業有限責任組合

　 個人株主１名

　

３ 買収する会社の名称、事業内容、規模

　 名称 東日興産株式会社

　 事業内容 建設機械及び農業機械の部品販売

　 規模（平成29年3月期）

　 資本金 90百万円

総資産 6,832百万円

　 純資産 2,757百万円

　

４ 株式取得の時期

　 平成30年３月20日

　

５ 取得する株式の数、取得後の持分比率

　 取得株式数 44,000株

　 取得後の持分比率 80％

　

６ 支払資金の調達方法

　 自己資金
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４．その他

（１）役員の異動

　平成30年４月６日開示「役員の異動に関するお知らせ」に記載のとおりであります。

　

（２）その他

　該当事項はありません。
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